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度（930.8± 106.2 mg/ dl）は，従来法の濃度（968.0±
99.6 mg/dl）に匹敵し，精製に供した血漿濃度（670.3









よび効果判定期間は一様ではなく，1 ～ 8回および 7
～ 210日であった。他の注目すべき所見は認められ
なかった。
【結論および考察】マイクロ急速法は採血量 1.8mlで
角膜被覆に十分な濃縮フィブリノゲン液を作製でき，
またその濃縮濃度は従来法に匹敵するものであった。
また自己フィブリン糊は，角膜治癒力の低下がみら
れる高齢慢性角膜疾患を治療するのに有用である所
見が今回，得られた。しかし，角膜治療用自己フィ
ブリン糊のさらなる臨床適用には，適用症例数の集
積と適切な臨床試験計画に基づいた評価が今後，必
須である。
